
■調査結果（単純集計・クロス集計）から分かったこと 

４．子どもの教育に関すること 

◇困窮世帯ほど子どもの将来のための貯蓄ができていない 

◇困窮世帯ほど遅刻する割合が多い ◇困窮世帯ほど学習理解度について「よくわかる」「だいたいわかる」の割合が少ない 
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よくわかる だいたいわかる あまりわからない ほとんどわからない わからない 
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中央値以上(n=1096) 

 
困窮度Ⅲ(n=655) 

 

困窮度Ⅱ(n=141) 

 

困窮度Ⅰ(n=271) 

◇困窮世帯ほど授業時間以外の勉強時間について「まったくしない」の割合が多い 

◇授業時間以外の読書について、困窮世帯ほど「まったくしない」の割合が多い 
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中央値以上(n=1065) 
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困窮度Ⅱ(n=150) 

困窮度Ⅰ(n=253) 

まったくしない 30分より少ない 30分以上、１時間より少ない 

１時間以上、２時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない ３時間以上 
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中央値以上(n=1120) 

困窮度Ⅲ(n=677) 

困窮度Ⅱ(n=155) 

困窮度Ⅰ(n=267) 

毎日またはほとんど毎日 週に４～５回 週に２～３回 週に１回程度 遅刻はしない 

◇子どもの進学希望について,困窮世帯ほど「大学・短大・大学院」の割合は少ない 
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中学校 高校 大学・短期大学 大学院 留学 専門学校 考えたことがない 
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中央値以上(n=1087) 
 
 
困窮度Ⅲ(n=661) 
 
 
困窮度Ⅱ(n=153) 
 
 
困窮度Ⅰ(n=264) 
 



 SSW配置事業、SC配置事業 
 (不登校児童生徒支援) 

中高 
連携 

就学前 小中学校 高等学校 

学力保障 幼児教育 学校教育 

  ■市町村 

  ■府 

進学・就学継続への経済的支援 

・ひとり親家庭等生活向上事業（子どもの生活・学習支援事業）、新子育て支援交付金子どもの貧困対策事業、生活困窮者自立支援事業 学習支援事業 

・教育コミュニティづくり推進事業 

 

幼児教育の提供 

教育振興に資する教育活動に対する助成、学力向上等への指導・ 助言 

  ■国 
高等学校等就学支援金事業 
高等学校学び直し支援金事業 
高等学校等奨学給付金事業 

奨学金制度（貸与型・給付型）の周知・利用促進 

  ■府 

・幼小連携・教育の提供 
 (小1プロブレムへの対応) 

中退防止対策の推進、高校生活支援 
カード、キャリア教育支援体制整備事業 

私立高等学校等授業料支援補助事業 

SSW配置事業、SC配置事業 
(不登校生徒支援) 

【課題】 
・府立高校の中退率は減少傾向にあるもの  
 の、全国平均と比しても高い割合となっ  
 ている。 
・奨学金をはじめとする制度の十分な周知 

スクール・エンパワーメント推進事業 

       校種間連携の強化 

幼児教育理解推進事業 

幼児教育推進指針の周知徹底 

■現行の取組み 

・学力保障では、校種間の連携等を通じ、就学前から高等学校まで切れ目ない支援を実施。学力向上等に資する各施策に取り組むとともに、SSWやSC 
 などの福祉的人材の配置等を通じ、子どもが抱える課題の早期発見に取り組んでいる。 
・進学・就学継続への経済的支援では、主に奨学金の給付や制度の周知に取り組んでいる。 

■現行の取組みにおける課題・今後の対応の方向性 

・経済的に困窮している世帯ほど子どもの教育にかかる環境が整っておらず、子どもの学習や進学希望があるので、子どもたちが安心して教育を受けられるような環境が必要。 
 ＊進学選択が可能となるように、奨学金制度等の周知・利用促進を引続き行うとともに、就学が継続できるよう経済的支援を行う。 
 ＊中退防止対策として、作成した事例集の活用を図るとともに、効果的な取組みについてフォーラムを通じて府立高校に全体化する等、中退防止の取組みを進める。 
 ＊放課後における学習支援の機会の提供の充実を図る。 

放課後等の学習支援 

多子世帯・ひとり親世帯の保育料等利用 
における負担軽減 

子ども 
保護者 
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